
PS7800の場合 

老化液中Pb
0.42 mg/l 

　繰り返し 　 P濃度[g/l] 　
　 Sample 1 　　 31.42  
　 Sample 2 　　 31.04  
　 Sample 3 　　 31.21  
　 Sample 4 　　 31.25  
　 Sample 5 　　 31.25  
　 Sample 6 　　 31.14  
　 Sample 7 　　 31.47  
　 Sample 8 　　 31.32  
　 Sample 9 　　 31.38  
　 Sample10 　　 31.36  

　平均 　　 31.28  
　標準偏差  　　 0.13  

　 CV％  0.42% 

概 要

■ ActiveFlowシステム

■ 波長自動較正機能

特 長

Measurement of plating solution　

めっき技術は、基板をはじめ電気・電子製品の至る所に使用されており、また、金属の腐食防止、装飾、機能性
向上（伝導性、硬度向上など）の目的で、自動車や身の回りの製品の金属部品に使用されています。これらの
めっきも、近年の有害物質の規制の対応として、鉛フリー、六価クロムフリー化が急速に進み、代替技術が多数
開発されています。PS7800は卓上型ながら高い分解能とアルゴンガスの消費量を削減できる
ActiveFlowシステム、室温の変化にも対応できる波長校正機能を有しています。これによりめっきの現場での
分析から研究まで幅広く使用いただける装置です

温度変化により波長位置ずれが
起こってしまう

測定毎にアルゴンのスペクトルを測定し、
波長位置ずれを自動補正し測定を実施します

■ 微量添加成分の測定 ■ 無電解Ni中のリンの測定

感度・精度は従来のままでArガスの消費量を削減
マトリックス試料の測定にも対応

PS7800 卓上型ICP-OES

無電解ニッケルめっき液（10倍希釈）
中のPbの発光分光スペクトル

めっき液の成分分析
PS7800 ICP発光分光分析装置（ICP-OES）


